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永田 悦久（ながた・よしひさ）先生  エイベックス・ライヴ・クリエイティヴ株式会社 代表取締役社長  

 

1956 年生まれ 52 歳。 

1979 年、日本大学芸術学部放送学科卒業。 

1981 年、㈱ハンズ入社。コンサートプロデュースを

手掛ける。担当アーティストは、谷村新司・武田鉄矢・

岸田智史・杉山清貴＆オメガトライブ・菊池桃子・斉

藤由貴・今井美樹 他多数。 

1995 年 10 月、アドバンス・プロモーション・インタ

ーナショナル（現 エイベックス・ライヴ・クリエイ

ティヴ㈱）代表取締役社長として入社。 

現在、エイベックス・ライヴ・クリエイティヴ㈱代表 

取締役社長。ライヴコンテンツの企画・制作を主事業として、Every Little Thing、浜崎あゆみ、倖田来未、大

塚愛などのアーティストライヴを手掛ける。また、スティービー・ワンダー、アース・ウィンド・アンド・ファ

イアー、ディープ・パープル、アンドレ・リュウ、ジェイク・シマブクロなどの海外招聘アーティストの公演も

プロデュース。最近では、ニューヨークのパフォーマンス「Blue Man Group」のロングラン公演を行うなど、多

角的に事業を行う。 

 

 

 

《講義概要》 

エイベックス所属アーティストのライヴ企画・制作を主事業として、数々のライヴのプロ

デュースを手掛けるエイベックス・ライヴ・クリエイティヴ株式会社代表取締役社長の永田

悦久氏が、大規模ライヴの運営について講義を行った。 

講義では、日本の主要な野外音楽フェスティバルの特徴や、「a-nation」の現状を、データ

を使用し詳しく示した。その中で、「a-nation」の新たな取り組みなどを紹介し、運営方法や

環境作りなどに関しての様々な試みが存在することを提示。受講生は、多くの人に注目され

る華やかなステージの裏側にきめ細かい配慮があることを知り、様々な視点からものを見る

姿勢の大切さを認識した。 

 また、経営的な事項だけではなく、「人の心」や「今のお客様と今のアーティストの結びつ

き」を重要視し、コンサートに関わった全ての人が満足できるコンサートづくりを目指して

いることも説明。学生は、エンタテインメントのあり方を改めて考えさせられた。

 

 

第 3回 4/25 「大規模ライヴ運営 a-nation’09」 
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《受講生の感想》 

 
●私はライブに行ったことがないです。私のライブ

のイメージは、狭い、暑い、大音量、人が多い、と

いうものだったのですが、a-nationのお話を聞いて、
客への配慮がとてもなされていることに驚きました。

そういった配慮を心がけながらも収益を上げるとい

う難しい点に対する工夫を詳しく知ることができて、

とてもためになりました。 
立命館大学・産業社会学部・1回生 

 

●私はライブへ行くのが大好きなのですが、今回の

講義を通してライブやコンサートというのは、手作

りであるということを実感しました。野外の場合、

トイレ１つであれ、医務室１つであれ、何が起きる

か想定のつかない野外での業務は、人の発案がコン

サートの成功へとつながるんだろうなぁと思いまし

た。    京都光華大学・人間関係学部・2回生 
 

●サービスの対象であるゲストは、決して来場者だ

けではなくて、共に働く仲間であったり、協賛して

くれる企業だと考える事こそが、先生がお話しされ

ていた、スタッフの愛着であったりして、1000人規
模の大きなフェスの運営をしていくにあたって大変

重要な事であると感じました。 
立命館大学・映像学部・2回生 

●大規模ライブ運営とは、アーティストの規模やコ

ンセプト・ターゲットに合わせた開催地の決定だけ

でなく、他のイベントとの差別化や会場そのものの

居心地の良さなどといった音楽以外の付加価値も重

要になってくるのだと感じた。 
龍谷大学・社会学部・4回生 

 
●経済状況が良くないなかで、ライブから収益を上

げていくことは困難なことだと思われるが、ファン

への対応やスタッフの熱意という話を聞く限りでは、

必ずしも利益やコストの問題だけがエンタテインメ

ント産業を左右することではないということが興味

深かった。  立命館大学・産業社会学部・2回生 
 

●私は将来、ライブ運営に関する仕事をしたいと思

っているので、今日のお話は大変ためになりました。

大規模ライブ、特にフェスと呼ばれる野外ライブは

通常のライブハウス、アリーナなどで行われるライ

ブと比べて、かなり特殊なものだと思っていました。

（リハーサルがない、屋台等で飲食ができるなど。）

しかし、今日のお話を聞いてその考えが少し変わり

ました。やり方次第で通常のライブ同様のアーティ

スト、オーディエンスへのケアもできるし、それ以

上にエンタテインメント性を兼ね備えたサービスを

提供できるのだと強く思いました。 

立命館大学・産業社会学部・1回生 
 

 


